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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
取外し可能なシャワーヘッドのためのサポートであって、
　１．１　シャワーヘッドのためのサポートを、それが少なくとも一定の場所に取付けら
れ得るように取付けるための取付け備品（２）と、
　１．２　取付け備品（２）から突出する壁取付けアーム（５）と、
　１．３　取付け備品（２）の反対側にあるその該当端部の近傍において、壁取付けアー
ム（５）に取付けられるシャワーヘッド（８）のためのホルダとを有し、
　壁取付けアーム（５）は、少なくともその遠端（７）の近傍において、フォークの形態
に形成されており、
　シャワーヘッド（８）のためのホルダは、フォークの歯（１１）の間に配置されている
ことを特徴とする、シャワーサポート。
【請求項２】
取付け備品（２）から突出する壁取付けアーム（５）は、取付け備品（２）上でピボット
旋回され得るものであり、取付け備品（２）の反対側にある壁取付けアーム（５）の該当
端部に取付けられるシャワーヘッド（８）のためのホルダは、壁取付けアーム（５）上で
ピボット旋回されることを特徴とする、請求項１に記載のシャワーサポート。
【請求項３】
シャワーヘッドのためのホルダ（１３）のピボット旋回軸は、壁取付けアーム（５）の長
手方向軸にほぼ直交していることを特徴とする、請求項２に記載のシャワーサポート。
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【請求項４】
壁取付けアーム（５）が取付け備品（２）上でその周りにおいてピボット旋回する軸は、
壁面に平行であることを特徴とする、請求項２または３に記載のシャワーサポート。
【請求項５】
壁取付けアーム（５）が取付け備品（２）上でその周りにおいてピボット旋回する軸は、
水平面内に位置することを特徴とする、請求項１から４のいずれかに記載のシャワーサポ
ート。
【請求項６】
それらの２本のピボット旋回軸は、互いに平行であることを特徴とする、請求項２から５
のいずれかに記載のシャワーサポート。
【請求項７】
壁取付けアーム（５）に対するシャワーヘッド（８）のためのホルダの最大ピボット旋回
角度は、少なくとも取付け備品（２）に対する壁取付けアーム（５）の最大ピボット旋回
角度に等しいことを特徴とする、請求項１から６のいずれかに記載のシャワーサポート。
【請求項８】
壁取付けアーム（５）は、その長さに沿ったほぼ中間において枝分かれすることを特徴と
する、請求項１から７のいずれかに記載のシャワーサポート。
【請求項９】
シャワーヘッド（８）のためのホルダのピボット旋回軸は、その重心の近くにおいてシャ
ワーヘッド（８）のハウジングに交差することを特徴とする、請求項１から８のいずれか
に記載のシャワーサポート。
【請求項１０】
シャワーヘッド（８）のためのホルダは、シャワーヘッド（８）のハウジングの所定場所
に係合するように形成されていて、シャワーヘッド（８）のハウジングを保持する目的の
ために設けられており、シャワーヘッド（８）のハウジングが、保持される場所を認知さ
れ得ない形状になっており、ホルダが引抜き／挿入の方向における締り嵌めによって機能
することを特徴とする、請求項１から９のいずれかに記載のシャワーサポート。
【請求項１１】
ホルダは、シャワーヘッド（８）のハウジング上の所定場所に係合するように形成されて
いて、シャワーヘッド（８）のハウジングを保持する目的のために設けられており、シャ
ワーヘッド（８）のハウジングが、シャワーヘッド（８）のハウジングの形状に基づいて
、保持される場所を認知され得ない形状になっていることを特徴とする、請求項１０に記
載のシャワーサポート。
【請求項１２】
ホルダは、シャワーヘッド（８）の外縁に係合するように形成されることを特徴とする、
請求項１０または１１に記載のシャワーサポート。
【請求項１３】
シャワーヘッド（８）は、ホルダからの引抜きの後もシャワー機能があることを特徴とす
る、請求項１から１２のいずれかに記載のシャワーサポート。
【請求項１４】
ホルダは、その中に挿入されたシャワーヘッド（８）と共に、アーム（５）の長手方向軸
に直交する軸の周りでピボット旋回され得ることを特徴とする、請求項１から１３のいず
れかに記載のシャワーサポート。
【請求項１５】
アーム（５）は、取付け備品（２）に統合されるその該当端部の近傍に位置する水平方向
軸の周りでピボット旋回され得ることを特徴とする、請求項１から１４のいずれかに記載
のシャワーサポート。
【請求項１６】
シャワーヘッド（８）のためのホルダは、シャワーヘッド（８）のハウジングに係合する
少なくとも２つの顎部（１４）を有することを特徴とする、請求項１から１５のいずれか
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に記載のシャワーサポート。
【請求項１７】
ホルダは、互いにほぼ反対側に位置するその表面上の２つの場所においてシャワーヘッド
（８）に係合することを特徴とする、請求項１から１６のいずれかに記載のシャワーサポ
ート。
【請求項１８】
シャワーヘッド（８）のためのホルダは、対角的に対向するその２つの場所においてシャ
ワーヘッド（８）のハウジングに係合することを特徴とする、請求項１から１７のいずれ
かに記載のシャワーサポート。
【請求項１９】
それらの顎部（１４）は、シャワーヘッド（８）が挿入されている間、互いに向かって張
力を掛けられることを特徴とする、請求項１７に記載のシャワーサポート。
【請求項２０】
シャワーヘッド（８）のためのホルダ上における２つの顎部（１４）は、張力付加部材（
１５）によって互いに接合されることを特徴とする、請求項１７または１８に記載のシャ
ワーサポート。
【請求項２１】
張力付加部材（１５）は、それとシャワーヘッド（８）のハウジングとの間の接触が拡張
された領域にわたって行われるようにして形成されることを特徴とする、請求項２０記載
のシャワーサポート。
【請求項２２】
張力付加部材（１５）は、それとシャワーヘッド（８）のハウジングとの間の間隙が少な
くとも１つの場所において生じるように形成され、特には、その如何なる場所においても
それがシャワーヘッド（８）のハウジングには接触しないようにして形成されることを特
徴とする、請求項２０記載のシャワーサポート。
【請求項２３】
アーム（５）は、必要に応じて、シャワーヘッド（８）のためのホルダ（１３）がその遠
端上に配置されるその遠端までの全体にわたって連続的なユニットを形成する湾曲したロ
ッドの形態を採って形成されることを特徴とする、請求項１から２２のいずれかに記載の
シャワーサポート。
【請求項２４】
シャワーヘッド（８）は、そのハウジングに取付けられるグリップを有するハンドヘルド
式シャワーヘッドの形態に形成されることを特徴とする、請求項１から２３のいずれかに
記載のシャワーサポート。
【請求項２５】
シャワーヘッドのハウジングは、ディスク形状であることを特徴とする、請求項１から２
４のいずれかに記載のシャワーサポート。
【請求項２６】
シャワーヘッド（８）に通じるホース（１０）は、取付け備品（２）に接続されることを
特徴とする、請求項１から２５のいずれかに記載のシャワーサポート。
【請求項２７】
張力付加部材（１５）は、シャワーヘッド（８）が取外されている間、アーム（５）を把
持するために使用され得ることを特徴とする、請求項２０から２６のいずれかに記載のシ
ャワーサポート。
【請求項２８】
ホルダがその周りにおいて回転され得る軸は、シャワーヘッドの重心の近くにおいて後者
に交差することを特徴とする、請求項１から２７のいずれかに記載のシャワーサポート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、必要に応じて取外し可能であり得るシャワーヘッドがそれによってピボット
旋回され得るようにして支持される構成のシャワーサポートに関するものである。
【技術背景】
【０００２】
　ハンドヘルド式シャワーヘッドは、例えば、その高さが壁取付け式ロッド上において調
節可能である円錐状ホルダを使用してコンソールに取付けられ得るものであり、概ね公知
でもある。その壁取付け式ロッドは、様々な高さを有するユーザーの高さに適合するよう
にシャワーヘッドの高さを調節することと、その傾斜角度を変化させるべくそれをピボッ
ト旋回させることとを許容する。
【０００３】
　ピボット旋回可能なシャワーヘッドが、壁取付け式アームの遠端に取付けられ、そのア
ームが、続いて、そこでピボット旋回可能であるようにしてコンソールに取付けられるシ
ャワー備品もまた公知である。そのシャワーヘッドに対する水供給は、所定長さの中空の
輪郭ストックの形態に形成される壁取付け式アームを介して行われる（ドイツ特許明細書
ＤＥ １００ ４８ ９８７号を参照）。
【０００４】
　ハンドヘルド式シャワーヘッドのグリップを挿入するためのレセプタクルが調節可能な
壁取付け式アームの遠端に配置されるシャワー備品（ＳＥ ９５ ８７９号）もまた、公知
である。その壁取付け式アームは、その長さに沿ってほぼ中間に位置する接合部を有する
。
【特許文献１】ドイツ特許明細書ＤＥ １００ ４８ ９８７
【特許文献２】ＳＥ ９５ ８７９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、ユーザーに補足的なシャワーリングの機会を提供する単純に構築され
たシャワー備品を形成することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　その課題を解決するために、本発明は、請求項１において記述されたような各特徴を有
するシャワーサポートを提案する。本発明に関する詳細な形態は、従属請求項の下におい
てカバーされる。
【発明を実施する形態】
【０００７】
　本発明の詳細な形態において、取付け備品から突出する壁取付けアームは、取付け備品
上でピボット旋回され、壁取付けアームに取付けられるシャワーヘッドのためのホルダは
、取付け備品の反対側にある該当端部の近傍において、壁取付けアーム上でピボット旋回
されると規定されても良い。その複式ピボットの構成は、シャワーヘッドから出る水流の
方向をユーザーの要望の場所により接近させる方向付けを許容する。更になお、壁取付け
式アームが長過ぎるかまたは短過ぎると判明した場合であっても、当然ながら、そのよう
なこともまた起り得るのであるが、壁取付け式ロッドに沿って取付け備品を摺動させるこ
とによってその高さを調節することもまた、もはや必要ないであろう。
【０００８】
　本発明の詳細な形態において、シャワーヘッドのためのホルダがその周りでピボット旋
回する軸は、壁取付け式アームの長手方向軸に直交すると規定されても良い。壁取付け式
アームは必ずしも真直ぐなものではなく、それは、シャワーヘッドがその周りでピボット
旋回する軸に直交するほぼ長手方向の軸を有すると想定されても良い。
【０００９】
　壁取付け式アームをそこに取付けるための取付け備品上のピボット旋回軸は、任意の方
向付けを有しても良い。しかしながら、取付け備品がそれに対して固定される壁面に対し
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て平行であることが特に実用的であることになり、それに関わる壁は、シャワー区画室な
どの任意の垂直面であっても良く、バスルームの壁である必要はない。当然ながら、取付
け備品は、垂直または水平方向のロッド上に載置されても良い。
【００１０】
　本発明の更なる詳細な形態において、そのピボット旋回軸は、水平方向であり、取付け
備品と壁取付けアームとの間を通るものであると規定されても良い。
【００１１】
　その事例では、例えば、シャワーヘッドから出る水流の方向を確保するために、２本の
ピボット旋回軸が互いに平行であることが特に実用的であり、シャワーヘッドのためのホ
ルダは、壁取付け式アームが上向きにピボット旋回されるときに反対方向にピボット旋回
されても良く、それ故、壁取付け式アームに対するシャワーヘッドのためのホルダの最大
ピボット旋回角度は、少なくとも取付け備品に対する壁取付け式アームの最大ピボット旋
回角度に等しいと規定されても良い。
【００１２】
　本発明の詳細な形態において、壁取付けアームは、それが少なくともその遠端の近傍に
おいて枝分かれするようにして形成されると規定されても良く、その場合、シャワーヘッ
ドのためのホルダは、フォークの２本の歯の間に配置され得る。
【００１３】
　壁取付けアームの枝分かれは、例えば、その長さに沿ったほぼ中間において開始されて
も良い。
【００１４】
　本発明の更なる詳細な形態において、シャワーヘッドのためのホルダのピボット旋回軸
は、その重心の近くにおいてシャワーヘッドのハウジングに交差するように規定されても
良く、それは、シャワーヘッドをピボット旋回させることによってシャワーヘッドから出
る水の方向が変更されるときも、不変に留まるシャワーヘッドのハウジングの絶対的位置
に至ることになる。
【００１５】
　本発明の詳細な形態において、シャワーヘッドのためのホルダは、それ自体としては認
知され得るものでないようにしてシャワーヘッドのハウジング上の所定場所に係合するよ
うに形成され、引抜き／挿入の方向における締り嵌めによって機能すると規定されても良
く、それは、シャワーヘッドをシャワーヘッドのサポートに取付けることを許容すること
になり、そこでは、サポートは、ハンドヘルド式シャワーヘッドのグリップに係合する装
置に接合される必要がない。特には、シャワーヘッドが壁取付け式サポートのためのもの
として意図され、且つそのためのものとして適当であるという視認可能な兆候は何も存在
しないのである。結果として、設計者は、シャワーヘッドおよびそのハウジングの設計に
おいて遥かに大きな自由度を有する。
【００１６】
　特には、ホルダは、それがシャワーヘッドのハウジングの外縁に係合するようにして形
成されても良い。
【００１７】
　特には、ホルダは、該当の目的のために設けられるが、その形状に基づけば、それ自体
としては認知され得るものでないシャワーヘッドのハウジング上の所定場所に係合するよ
うにして形成されるべきである。そのハウジングの外面上における所定場所の特性は、そ
の形状に影響を与えることなく、保持の目的のためのものとして形成されても良く、それ
は、その更なる詳細な形態の事例において、シャワーヘッドのハウジングの形状からホル
ダとの相互作用のために意図されるものとして認識可能である該特定の場所またはそれら
の特定の場所を排除することにもなる。
【００１８】
　本発明は、その詳細な形態において、シャワーヘッドが、ホルダから取外されている間
も機能的に留まり、それが壁取付けサポートに取付けられている間およびそれがそこから
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取外されている間の両者においてもシャワーヘッドとして利用され得ると提案するもので
あり、それは、その有用性を大きく向上させることになる。
【００１９】
　本発明に拠れば、ホルダは、壁取付けアームに対して剛直に取付けられると規定されて
も良い。しかしながら、ホルダは、その中に挿入されたシャワーヘッドと共に、壁取付け
アームの長手方向軸に直交する軸の周りでピボット旋回可能であっても良く、その特殊な
任意選択肢もまた本発明によってカバーされる。この後者の選択肢は、出て来る水流の方
向を変化させるべく、シャワーヘッドの角度を調節することを許容するであろう。
【００２０】
　シャワーサポートは、例えば、壁、シャワー区画室内の支柱、壁に取付けられたロッド
、或いは壁に取付けられた所定長さの輪郭ストックに対して、取付け備品を使用して永続
的に取付けられても良く、その場合、その取付けは、調節され得るようなものであっても
良い。
【００２１】
　本発明の詳細な形態において、壁取付けアームは、取付け備品に対して統合される該当
端部の近傍において壁に平行な軸の周りでピボット旋回可能であると規定されても良く、
それは、様々な高さのユーザーに適合させるべくアームを調節するように使用されても良
い。その軸は、水平方向であっても良く、壁に直交する軸の周りで回転可能であっても良
い。
【００２２】
　壁取付けアームおよびホルダの両者がピボット旋回可能であるように配置される場合に
は、本発明の詳細な形態において、２本のピボット旋回軸が互いに平行であると規定され
ても良く、その場合、そのホルダの中に挿入されるシャワーヘッドの方向付けは、壁取付
けアームがピボット旋回されるときにそこから出る水流の方向の変化を補正すべく逆方向
に調節されても良い。
【００２３】
　特に実用的であり、更には、シャワーヘッドがホルダの中に嵌合する専用のものとして
適応されなかったにも関わらず、本発明に従って、確実でもある取付けを達成するために
、ホルダは、シャワーヘッドのハウジング上における対角的に対向する２つの場所に係合
するように規定されても良い。
【００２４】
　ホルダは、例えば、その目的のために、シャワーヘッドのハウジングに係合するように
形成される１対の顎部を有しても良い。
【００２５】
　本発明に拠れば、それらの顎部は、シャワーヘッドがその中に挿入されている間、互い
に引付けられると規定されても良い。互いに対するその引付けは、シャワーヘッドをその
中に挿入することによって実行されても良い。
【００２６】
　本発明の更なる詳細な形態において、ホルダ上の２つの顎部は、それらの接触面をシャ
ワーヘッドに当接させるその張力を発揮する部材によって接続されると規定されても良い
。
【００２７】
　特には、クランピング部材は、シャワーヘッドがその中に挿入されている間に、そのク
ランピング部材とシャワーヘッドとの間の接触が少なくとも後者の上における２つの場所
で生じることになるように形成されても良く、それは、シャワーヘッドのハウジングの形
状に適合するようにクランピング部材の形状を適応させることによって、或いはクランピ
ング部材をそれが可撓性であるように形成することによって達成されても良い。
【００２８】
　ホルダ上におけるそれらの顎部を接続するクランピング部材すなわち張力付加部材は、
シャワーヘッドのハウジングに対して、その如何なる場所においても接触しないように形
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成されても良い。
【００２９】
　壁取付けアームの枝分かれは、そのフォークの２本の歯の間におけるホルダの配置を許
容することになる。
【００３０】
　壁取付けアームの枝分かれは、例えば、その全長にわたって延在しても良い。しかしな
がら、枝分かれは、取付け備品とその遠端との間における如何なる場所において開始され
ても良く、好ましくは、その長さに沿ったほぼ中間において開始されるのであり、そのよ
うなものもまた、本発明によってカバーされる。
【００３１】
　そのアームは、枝分かれを何も有するものでなくても良く、シャワーヘッドのためのホ
ルダは、その遠端の近傍に配置されても良く、その場合、シャワーヘッドは、そのアーム
のいずれかの側面上に配置され、或いはその先端上に中心配置されても構わない。
【００３２】
　本発明に拠れば、シャワーヘッドは、そのハウジングに取付けられるグリップを有する
ハンドヘルド式シャワーヘッドの形態を採って形成されると規定されても良い。しかしな
がら、当該シャワーヘッドは、そのグリップではなく、そのハウジングによってホルダに
取付けられる。
【００３３】
　ディスク形状のハウジングを備えたシャワーヘッドを採用することは、特に有益である
と判明している。
【００３４】
　シャワーヘッドに通じるホースは、好ましくは、取付け備品に接続されても良く、その
場合、取付け備品は、所定のその他の構成を経由して建造物の給排水設備に接続されても
良い。
【００３５】
　特には、クランピング部材は、シャワーヘッドが取外されている間、そのアームを把持
するために使用され得るようにして形成されても良い。
【００３６】
　本発明の更なる特徴、詳細および利点は、それらの表現が本件明細書の一部とされるべ
くそれに対する引用として組み込まれる各請求項および要約書、本発明の好適な実施例に
関する後続の説明、各請求項および要約書、更には、それを図示する以下のような各図面
から明白になるであろう。
【実施例】
【００３７】
　図１は、本発明に従ったシャワーサポートを大きく簡略化して示す側面図である。図示
の具体例では、このシャワーサポートは、壁１に取付けられている。図示の具体例では、
例えば壁にボルト留めされるコンソール３の形態を採っている取付け備品２が、シャワー
サポートを壁に取付けるように機能する。コンソール３の内部において、シャワーサポー
トは、混合水栓からの水配管に接続される。壁取付けアーム５は、コンソール３上の突起
４の上においてピボット旋回される。そのピボット旋回軸は、水平方向且つ紙面に対して
垂直である。取っ手６によって操作され得る止めネジは、壁取付けアーム５を特定の角度
位置において適所に保持する。壁取付けアームは、壁から離れるように取付け備品２から
外向きに延在し、その遠端７において終端する。図１では詳細に示されていないシャワー
ヘッド８のためのレセプタクルは、壁取付けアーム５に対して、後者の遠端７の近傍にお
いて取付けられる。図示の実施例の事例では、シャワーヘッド８は、ディスク形状であり
、シャワーヘッド８の平面に対して僅かに角度的にオフセットしたハンドグリップ９を有
している。ハンドグリップ９を介して供給を受けるシャワーホース１０は、そこから下向
きに垂れ下がるものであり、その詳細は示されなかった。シャワーホース１０の他端は、
取付け備品２に接続される。前述のように、壁取付けアーム５は、水平方向軸の周りでピ
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ボット旋回され得るものであり、それは、上下にピボット旋回されるとき壁に対して様々
な角度位置を採ることが可能である。壁取付けアームの角度運動範囲は、例えば１８０°
である。
【００３８】
　図２は、図１に示された構成の簡略図を描写している。コンソール３に対して取付けら
れるその場所から短い間隔を置いてそれが開始されるようにして、壁取付けアーム５は、
枝分かれするものであり、それによって、分岐しているが、壁取付けアームの遠端７の近
傍では互いに平行になるように形成される１対の歯１１を形成し、そこでは、前述された
ホルダ１３が、歯１１の先端１２の間に設けられる。ホルダは、シャワーヘッド８を保持
するものであり、それ故、それらの先端１２の間に位置する。
【００３９】
　ホルダがどのように見えるかということは、図３に示されたその第１の具体例から明瞭
であろう。シャワーヘッド８のハウジングは、ディスク形状であり、略楕円形の縁を有す
るように形成される。壁取付けアーム５の２本の歯１１の内面上に配置されるものは、そ
の内面がシャワーヘッドのハウジングの外面の輪郭に適合する輪郭を有する１対の顎部１
４であり、それらは、１種の締り嵌めによるシャワーヘッド８の収容を許容することにな
り、そこでは、締り嵌めが上下に作用する。しかしながら、紙面に対して垂直であるそれ
らのクランピング作用は、顎部の張力付加に拠るものである。クランピング顎部１４の各
々における間接的なクランピング、或いは互いに対する２つのクランピング顎部１４の張
力付加のいずれかが、その目的のために生じる。互いに対する２つのクランピング顎部１
４のその張力付加は、それらの分離がシャワーヘッド８のハウジングの対応する横方向寸
法または直径よりも僅かに小さいと規定することによって獲得され得るものであり、それ
は、シャワーヘッドのハウジングを２つのクランピング顎部１４の間の間隙の中に挿入す
ることに拠って、紙面に垂直な方向に沿って張力付加を提供することになる。それらの張
力付加は、結果として、壁取付けアームの１対の歯１１の変形に拠るものであろう。図３
における紙面に垂直なクランピング顎部１４の延長部は、比較的短めであり、それらは、
図４において簡略的な形態で示されたように、対角的に対向するその２つの場所における
その周囲の非常に短い長さにわたってのみ、シャワーヘッドのハウジングに係合すること
になるのである。
【００４０】
　図５は、１対の顎部１４がベール１５によって互いに結合され得る様式を示すものであ
り、該ベールは、シャワーヘッド８のハウジングの形状に適合すべく適応されるか、或い
はその形状に適合すべく適応されるに足るほど十分に可撓性であるように形成される。本
質的に張力が掛かるものであるベール１５は、クランピング作用を増強することが可能で
ある。
【００４１】
　ホルダが、シャワーヘッド８と共に、水平方向軸の周りでピボット旋回されるように、
１対のクランピング顎部１４は、壁取付けアームの歯１１の先端１２上においてそれらが
回転され得るように取付けられるものである。図１に示された取っ手６と同様な戻り止め
部材が、シャワーヘッドを所定位置において適所にクランプするために設けられても良い
。
【００４２】
　シャワーヘッドは、そのグリップ９によって把持され得るものであり、好ましくは壁に
向かって、紙面に垂直な方向に沿ってホルダから引抜かれても良い。それらの顎部１４の
内面の輪郭（図４をも参照）が円弧であるならば、ホルダ内におけるシャワーヘッドのハ
ウジングの所定の戻り止めは、その関連する場所においてそれが適所に保持されるべく設
計されたものであると認知され得るような形状をシャワーヘッドのハウジングが有する必
要なしに、生じることにもなる。シャワーヘッドがそのホルダから引抜かれている間、そ
れがシャワーサポートに取付けられるものとして意図されているという兆候は何も存在し
ないのである。
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【００４３】
　図６に示された実施例は、壁取付けアーム２５は単一のアーム１１であるに過ぎないが
、フォーク状ではなく非対象に配置されるという点で前述の実施例とは異なっている。ホ
ルダ１３は、その遠端１２の近傍において、アーム１１の一方の側面上に配置される。こ
の事例においてもまた同様に、ホルダ１３は、少なくともシャワーヘッド８のハウジング
がその中に挿入されている間は、ホルダ上の２つの顎部１４を互いに向かって引付ける張
力付加部材１５を包含しても良い。刻み付き取っ手２４は、張力付加部材の一方の端部に
対して、それを外側軸の周りで回転させるように取付けられても良い。
【００４４】
　この図示例では、壁１に対して固定されるコンソール３は、２つの部分３ａ，３ｂによ
って構成される。壁取付けアーム２５のためのピボット旋回軸を担持する部分３ｂは、破
線で示されているように、壁面に対して直交し、結果として水平方向である軸２３の周り
において全体として回転されても良い。
【００４５】
　当然ながら、アーム１１が真直ぐ且つコンソール３から離れるように外向きに延在し、
ホルダ１３がアーム１１の先端１２の中間点に取付けられる実施例もまた、実行可能であ
る。
【００４６】
　図７は、図５のものに対応する、シャワーヘッド８のハウジングのためのホルダ１３の
図面を示すものであり、そこでは、より明快に示すために、シャワーヘッド８のハウジン
グが削除されることになった。２つの顎部１４を接続する張力付加部材１５’は、それら
を接合する線に対して平行に走るベールの形態を採って形成されるものであり、シャワー
ヘッド８のハウジングは、それが顎部１４の中に挿入されるとき、張力付加部材１５’と
は接触しないことになる。それにも関わらず、この部材１５もまた、シャワーヘッド８の
ハウジングを保持するために必要とされるクランピング力を生じさせるべく、張力付加部
材の形態を採って形成される。
【００４７】
　図８は、図１に示されたものと類似した実施例を示すものであり、そこでは、シャワー
ヘッドのためのホルダだけが修正されることになった。シャワーヘッド２８のグリップが
その中に挿入される円錐状ホルダ２７は、その遠端７の近傍において、アーム５に取付け
られる。その形式の円錐状ホルダは、グリップに係合し、或いはグリップの端部上に配置
されるキャップナットに係合する。本発明によって提案される取付けの機会は、その結果
、ホルダを使用して壁取付けアームに取付けられ得るすべての形式のハンドヘルド式シャ
ワーヘッドに対しても適用可能なのである。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明に従ったシャワーサポートの概略的な側面図である。
【図２】図１で示された構成の上面図を簡略化した概略図である。
【図３】その実施例に関するバリエーションの端面図である。
【図４】シャワーヘッドを示す図である。
【図５】図３のものに対応する、僅かに修正された実施例を示す図である。
【図６】図２のものに対応する、非対称的な壁取付けアームを示す図である。
【図７】図５のものに対応する、シャワーヘッドのためのホルダを示す図である。
【図８】図１のものに対応する、シャワーヘッドのための修正されたホルダを示す図であ
る。
【符号の説明】
【００４９】
１　壁
２　取付け備品
３　コンソール
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４　突起
５　壁取付けアーム
６　取っ手
８　シャワーヘッド
９　ハンドグリップ
１０　シャワーホース
１３　ホルダ
１４　顎部
２７　円錐状ホルダ

【図１】 【図２】

【図３】



(11) JP 4477508 B2 2010.6.9

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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